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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　燃焼後の排気及び燃焼用の空気の給気を、壁の貫通穴を貫通する給排気筒本体と給排気
筒トップを備えた給排気装置を介して屋外より行うようにし、前記給排気筒本体と前記給
排気筒トップはそれぞれ前記給排気筒本体の給気筒と排気筒、前記給排気筒トップの給気
筒と排気筒を有し、前記給排気筒本体の給気筒と前記給排気筒トップの給気筒、前記給排
気筒本体の排気筒と前記給排気筒トップの排気筒がそれぞれ嵌合してなる二重筒構造の給
排気装置に於いて、前記給排気筒トップの給気筒と排気筒との間の給気路入口部に対向す
る排気筒内には、内壁から中央部に向かって突出し且つ排気ガスの流れに沿って配置され
た複数の伝熱フィンを設け、該伝熱フィンにおいて前記給排気筒トップの排気筒の軸線方
向であって排気ガスの流れ方向下流側の端面を、前記給排気筒トップの排気筒内において
前記給気路入口部の開口端面と同一面上となる位置よりも排気ガスの流れ方向下流側に位
置させた事を特徴とする給排気装置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、屋外給排気式の石油燃焼器具やガス燃焼器具に用いる給排気装置に関する
ものである。
【背景技術】
【０００２】
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　従来より、この種の給排気装置に於いては、内側の排気筒と外側の給気筒との間の給気
路入口部が、突出構造の為に雪や氷が堆積し易く、堆積すると給気路入口部で閉塞されて
燃焼部への給気不足となり、異常燃焼となるので、室外側のフランジに発熱体を取り付け
て、該フランジ及び仕切板に付着した雪や氷は発熱体に通電し、排気筒内を通り排気トッ
プに先端部を位置させた駆動桿を手動で操作することで、除去するようにしたものであっ
た。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平８－１２８６２３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところでこの従来のものでは、発熱体への通電が必要であり、何時通電を開始するのか
が問題であり、外気温が低い時や吹雪等の天候によって通電を開始した場合、通電時間が
長くなったり、切り忘れ等も考えられ、電力が無駄に消費されて不経済であったり、又人
為的な操作で手間がかかったり、センサを付けて自動的にしても制御が複雑となったり、
高価になる等の課題を有するものであった。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　この発明はこの点に着目し上記課題を解決する為に、燃焼後の排気及び燃焼用の空気の
給気を、壁の貫通穴を貫通する給排気筒本体と給排気筒トップを備えた給排気装置を介し
て屋外より行うようにし、前記給排気筒本体と前記給排気筒トップはそれぞれ前記給排気
筒本体の給気筒と排気筒、前記給排気筒トップの給気筒と排気筒を有し、前記給排気筒本
体の給気筒と前記給排気筒トップの給気筒、前記給排気筒本体の排気筒と前記給排気筒ト
ップの排気筒がそれぞれ嵌合してなる二重筒構造の給排気装置に於いて、前記給排気筒ト
ップの外方の給気筒と内方の排気筒との間の給気路入口部に対向する排気筒内には、内壁
から中央部に向かって突出し且つ排気ガスの流れに沿って配置された複数の伝熱フィンを
設け、該伝熱フィンにおいて前記給排気筒トップの排気筒の軸線方向であって排気ガスの
流れ方向下流側の端面を、前記給排気筒トップの排気筒内において前記給気路入口部の開
口端面と同一面上となる位置よりも排気ガスの流れ方向下流側に位置させたものである。
【発明の効果】
【０００６】
　以上のようにこの発明によれば、給排気装置内を流れて屋外に排出される高温の排気ガ
スを利用して、給気路入口部に堆積する雪や氷を溶かすようにしたものであり、即ち、排
気筒内の給気路入口部と対向する部分に排気ガスの流れと平行となるように複数の伝熱フ
ィンを設け、伝熱フィンにおいて給排気筒トップの排気筒の軸線方向であって排気ガスの
流れ方向下流側の端面を、給排気筒トップの排気筒内において給気路入口部の開口端面と
同一面上となる位置よりも排気ガスの流れ方向下流側に位置させたことで、排気ガスの熱
を伝熱フィンで受熱しこの熱を給気路入口部と対向する排気筒の周壁に伝熱して該排気筒
が加熱され、給気路入口部付近に堆積する雪や氷を溶かして給気の邪魔にならないように
し、又燃焼停止中に堆積した雪や氷も排気ガスを集中させることで、燃焼開始からの短時
間で瞬時に溶かすことが出来、常に良好な給排気が行え異常燃焼の心配がないものであり
、しかも本来排気される排気ガスを利用した極めて簡単で安価な構成で実現させたもので
ある。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】この発明の一実施形態を示す給排気装置の断面図。
【図２】同要部の縦断面図。
【発明を実施するための形態】
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【０００８】
　この発明の一実施形態を図面に基づいて説明すと、給排気装置１は、室内と室外を仕切
る壁２に設けた貫通孔３を介して、屋内側からは給排気筒本体４と屋外側からは給排気筒
トップ５を嵌合させてなり、給排気筒トップ５は屋外に突出して備えられている。
【０００９】
　給排気筒本体４は、排気路６を形成する内側排気筒７と、その外側に給気路８を形成す
るための外側給気筒９を備え屋外側の端部を開放した二重筒構造である。そして、給排気
筒本体４の屋内側端部に来る内側排気筒７及び外側給気筒９を室内に設置した燃焼器具（
図示せず）と接続するためのターミナル部１０が設けられている。
【００１０】
　このターミナル部８には、前記燃焼器具の給気菅及び排気管が接続される排気筒接続口
１１と給気筒接続口１２が設けられている。また、外側給気筒９には、その屋外方向の先
端部から給気筒接続口１２の近傍にまで連続して雌ねじ部１３が形成されている。
【００１１】
　給排気筒トップ５は、排気路６を形成する外側排気筒１４と、その外側に給気路８を形
成する内側給気筒１５を構え、屋内側の端部を開放した二重筒構造である。また、給排気
筒トップ５の屋外側の端部には燃焼器具から排出された燃焼排ガスを屋外へ排出するため
の排気口１６と正面からの風を遮蔽する風除けフランジ１７が設けられており、給排気筒
トップ５の内側給気筒１５から燃焼用空気を供給する給気路入口部１８がそれぞれ設けら
れている。
【００１２】
　そして、給排気筒トップ５の外側排気筒１４の内側に給排気筒本体４の内側排気筒７が
密接して嵌合し、同時に給排気筒トップ５の内側給気筒１５が給排気筒本体４の外側給気
筒９の内側に嵌合し、壁２を給排気筒本体４と給排気筒トップ５とで挟み込んで給排気装
置１が構成されている。また、外側排気筒１４と内側給気筒１５と間隔を存して、その端
部をスペーサ１９により連結し給気するのに十分な給気路入口部１８を形成している。
【００１３】
　外側排気筒１４の先端側に備えられたスプリングストッパ２０の弾性係止片部２０aは
、斜め後方へ跳ね上がった状態で外側給気筒９内周の雌ねじ部１３に係合できるようにな
っている。給気筒本体４と給排気筒トップ５を壁２から引き抜く際には、給排気筒トップ
５を屋外側へ回動させることでスプリングストッパ２０の弾性係止片部２０aを雌ねじ部
１３の溝に沿って回動し給気筒本体４と給排気筒トップ５を分離することが出来るように
なっている。また、その給排気装置１全体の長さは、給排気筒本体４と給排気筒トップ５
のねじこみ深さの調節により調整出来、壁２の厚さの違いに対応してどのような厚さの壁
２にも取り付けることが出来るものである。
【００１４】
　２１は給排気筒トップ５の外側排気筒１４内で給気路入口部１８と対向する位置に取り
付けられた伝熱フィンで、内壁から中央部に向かって突出し且つ排気ガスの流れに沿って
平行に４５度の角度間隔で複数の８枚配置されており、排気ガスの熱を受熱して集熱し給
気路入口部１８と対向する外側排気筒１４の周壁を加熱することで、給気路入口部１８付
近に堆積する雪や氷を溶解して給気の邪魔にならないようにするものである。
【００１５】
　次にこの一実施形態の作動について説明する。
　先ず燃焼器具を運転開始すれば、屋外からの空気が給気路入口部１８を流通し給排気装
置１に於ける給排気筒本体４の内側排気筒７と外側給気筒９の間と給排気筒トップ５の外
側排気筒１４と内側給気筒１５の間の空間の給気路８とを通過して屋内の燃焼器具に燃焼
用空気が供給され、燃焼器具からの排気ガスが給排気装置１における給排気筒本体４の内
側排気筒７から給排気筒トップ５の外側排気筒１４を流通し、給排気筒トップ５の屋外側
先端部における排気口１６から屋外へ排気されるものである。
【００１６】
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　又給排気筒トップ５の外側排気筒１４内の給気路入口部１８付近では、外側排気筒１４
内の排気路６を流通して来た排気ガスは、伝熱フィン２１間を流通することで、該伝熱フ
ィン２１がこの排気ガスの熱を受熱し、この熱を外側排気筒１４に伝熱することにより、
給気路入口部１８付近に堆積する雪や氷を確実に溶解することが出来るものであり、給気
路入口部１８が閉塞されることで給気不足となって異常燃焼することもなく、常に安心し
て使用出来るものであり、しかも、屋外に排気される排気ガスの熱を極めて簡単な構成で
利用するようにしたことで、極めて安価に実現したものである。
【符号の説明】
【００１７】
　１　給排気装置
　２　壁
　３　貫通孔
　４　給排気筒本体
　５　給排気筒トップ
　７　内側排気筒（排気筒）
　９　外側給気筒（給気筒）
１４　外側排気筒（排気筒）
１５　内側給気筒（給気筒）
１８　給気路入口部
２１　伝熱フィン

【図１】 【図２】
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